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２．発見した問題点 

   ■三重県の年間出生数は 

（Ｈ18比）▲２，０８９人 
■三重県の年間人工妊娠中絶件数は 

２，３３９件（Ｈ26） 

 ※Ｈ26出生数の１７％に相当 

現 状 ① 

現 状 ③ 

■アメリカでは国民的課題として 

大統領選の争点 
 

～中絶の是非と胎児の権利について～ 

～少子化対策について～ 

■日本では 国民的課題として 

議論は下火 
  

こうした現状に一石を投じることが必要ではないか 

研究の動機 

現 状 ② 

身体的負担（子宮等の損傷、月経不順や不妊症等）  

精神的負担（中絶による心的外傷後ストレス障害） 

   

～女性について～ 



３．課題設定 
着眼点 ① 

着眼点 ② ～女性について～ 

～少子化対策について～ 

中絶ゼロで出生数を増加させることができないだろうか 

苦渋の選択をせざるを得ない女性を救うことはできないだろ

うか 

三重県は人工妊娠中絶ゼロを実現する 

目指す姿 

着眼点 ③ ～中絶の是非と胎児の権利について～ 

最も弱い立場にある胎児の生命（権利）を保護する必要

があるのではないか 













理由 割合 対策 

経済的な余裕がない ２４．７％ 経済的支援 

相手と結婚していないため産
めない 

２２．２％ 婚外子等であっても受け入れ
られる社会づくり、養子縁組
の推進 

相手が出産に同意しなかった ９．９％ 強制認知等、男性の責任強化 

自分の学業・仕事を中断した
くない 

８．６％ 学校内、企業内への託児所の
設置 
マタハラの厳罰化 

育児をしていく自信がない ４．９％ ネウボラ等の制度を周知 
正しい避妊方法の啓発 
男性の育児参加 

９．中絶に至る理由（女性） 

出典：第7回男女の生活と意識に関する調査 
（一般社団法人日本家族計画協会） 





１１ ．今後の取組の方向性について 

■中絶禁止について 

・中絶禁止の実施については、その実効性を含め慎重な検討が必要。 

・中絶の抑制に向けて、課税等により中絶にかかる費用を高く設定することや 

 「出産育児一時金」の支給の対象から除外すことなど、中絶に向かわせない 

 取組についての検討を並行して進める。 

■新たな価値観の提案 

・欧米の婚外子に抵抗感がない等の日本と異なる価値観に着目し、価値観の 

   違いが中絶に与える影響について、検討を進める。 

・男性の責任について着目し、検討を進める。 

・女性の権利と胎児の権利を共に尊重した新たな提案となるよう検討を進める。 

■安心して子育てができる環境整備 

・中絶理由の主要因となっている経済的な問題に対し、どういった対策が 

   有効かについて検討を進める。 

・女性自らが産むという選択ができるよう、相談体制の強化や託児所設置の 

   推進等の環境整備とともに、多様な子育てのあり方について検討を進める。 


